
 

 

            食品、水道用ゴム加硫系の検討           

三新化学工業株式会社

研究所   高分子課  

１．はじめに 

   近年、安全衛生に関する社会的関心が高まり、各種規制が強化されてきている。ゴム製

品においても、この中から加硫促進剤，老化防止剤のような添加剤のブリード、あるいは、

接触物等に溶出することによって、人体への接触，接触物の汚染または食品等への移行で、

これらを通じて人体に影響を及ぼす恐れもある。 

ここでは、食品関係や水道用に使用されるゴム製品の加硫系として、ＥＰＤＭ配合，Ｎ

ＢＲ配合，ＳＢＲ配合における過マンガン酸カリウム消費量の少ない加硫系の検討を行っ

た。 

なお、過マンガン酸カリウム消費量は、有機物が供試水中に溶出する程度を示すもので、

水中の有害物などの被酸化物質によって消費される過マンガン酸カリウムの量をいい１）、

水道用ゴムは、ＪＩＳ規格で規定されている２）。 

 

２．試験方法 

２－１．基本ゴム配合 

  ＥＰＤＭ配合，ＮＢＲ配合，ＳＢＲ配合の各基本配合を表－１～３に示す。 

 表－１．ＥＰＤＭ基本配合 

    ＥＮＢ系ＥＰＤＭ（ヨウ素価 １３）    １００  （重量部）   

     ＨＡＦカーボンブラック         ８０   

     ナフテン系プロセスオイル              ５０         

     ステアリン酸                          １         

     亜鉛華  ２種                           ５         

     硫黄                                 １.５         

     試料                                別記 

 

表－２．ＮＢＲ基本配合 

    ＮＢＲ ＤＮ２０２            １００  （重量部）   

     ＳＲＦカーボンブラック         ６５   

     ＤＯＰ                       １５         

     ステアリン酸                          １         

     亜鉛華  ２種                           ５         

     硫黄                                 ０.５         

     試料                               別記 

 

 

 

 

 



 

表－３．ＳＢＲ基本配合 

    ＳＢＲ １５０２             １００  （重量部）   

     ＨＡＦカーボンブラック         ５０   

     ナフテン系プロセスオイル               ５         

     ステアリン酸                          １         

     亜鉛華  ２種                           ５         

     硫黄                                 １.８         

     試料                               別記 

 

２－２．過マンガン酸カリウム消費量の測定 

（１）試料の作製 

   表－１～３に示す基本配合に基づき、各試験加硫系を８インチ試験ロール機で混練りを

行った。 

   これらのゴム混合物は、ＪＳＲキュラストメーターで適正加硫時間を決め、プレス加硫

した後、ダンベル状試験片３号形に打ち抜き、各試料を作製した。 

  この試料片の全表面積は、次式によって求めた。 

          

                       ここに、Ｓ：表面積（ｃｍ２）  

              Ｖ：体積（ｍｌ） 

Ｓ＝ ２Ｖ 
ｔ 
＋２５.９９６ｔ 

              ｔ：厚さ（ｃｍ）   

（２）浸出試験  

   試験片は、水道水を流しながら１時間洗浄し、次に純水で３回洗浄した後、室温で乾燥

した。６０℃に加熱した浸出用溶液（試料片の表面積１ｃｍ２につき純水２ｍｌの割合の

量）の中にこの試験片を浸し、密封後、６０℃に保ちながら３０分間放置した後、試験片

を取り除いた３）。浸出液は、室温まで放冷後、過マンガン酸カリウム消費量の測定に供し

た。別に、試料を含まないものについて同様に操作し、空試験溶液とした。 

 

（３）過マンガン酸カリウム消費量の測定１） 

  検水７５ｍｌを数個の沸騰石を入れた三角フラスコに採り、硫酸（１＋２）５ｍｌと過

マンガン酸カリウム溶液（０.００２ｍｏｌ／ｌ）１０ｍｌを加えて５分間煮沸した後、

しゅう酸ナトリウム溶液（０.００５ｍｏｌ／ｌ）１０ｍｌを加えて脱色し、直ちに過マ

ンガン酸カリウム溶液（０.００２ｍｏｌ／ｌ）を用いて微紅色が消えずに残るまで滴定

した。別に試験溶液のかわりに空試験溶液７５ｍｌを用いて、同様の方法で空試験を行い、

次式によって、過マンガン酸カリウム消費量を算出し、試験溶液と空試験溶液との差を試

料の過マンガン酸カリウム消費量とした。 

（ｂ×ｆ－１０）× １０００ ×０.３１６ 
 

 

   

   

 

過マンガン酸カリウム消費（ｍｇ／ｌ）＝ 

７５ 

 ここに、ｂ：最初に加えたＫＭｎＯ４の量と滴定に要した過マンガン酸カリウム溶液

（０.００２ｍｏｌ／ｌ）の量の合計量（ｍｌ）                 

     ｆ：過マンガン酸カリウム溶液（０.００２ｍｏｌ／ｌ）のファクター 



 

３．試験結果および考察 

３－１．各種加硫促進剤の過マンガン酸カリウム消費量の比較 

ゴム製品の加硫系を検討するにあたり、最初に各促進剤単独で試験を行い、過マンガン

酸カリウム消費量の比較を行った。 

なお、ＴＴ，ＰＺ，２２は、指定化学物質であるため、検討加硫系から除外した。 

（１）試験結果 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ Ｎo. 

系 

項目 

グアニ

ジン系 

チアゾ

ール系 

スルフェンアミド

系 
チウラム系 

加硫促進剤 Ｄ ＤＭ ＣＭ ＤＺ ＴＳ ＴＥＴ ＴＢＴ 

キュラストメーター試験：Ｖ型，θ＝±１°，１００ｃｐｍ，１７０℃ 

ｔｓ0.04  （分） 

ｔ10    （分） 

ｔ90   （分） 

ｔ90－ｔ10（分） 

ＭＨ  （N･m） 

１.１ 

１.６ 

１８.８ 

１７.２ 

１.１９ 

３.４ 

４.５ 

２２.２ 

１７.７ 

１.２３ 

３.０

３.４ 

１３.６ 

１０.２ 

１.４８ 

３.２ 

４.２ 

１９.５ 

１５.３ 

１.１７ 

３.０ 

３.６ 

９.９ 

６.３ 

１.５１ 

２.０ 

２.６ 

１１.６ 

９.０ 

１.４１ 

２.２ 

２.７ 

１７.４ 

１４.７ 

１.２７ 

１７０℃プレス 

加硫時間（分） ３５ ４０ ２５ ３５ １５ ２０ ３０ 

浸出試験：６０℃×３０分 ，接水面積比５００ｃｍ２／Ｌ 

過マンガン酸カリ

ウム消費量 

（ｍｇ／ｌ） 

５０.６ ２２.７ １６.４ １４.５ ７.６ ６.３ ２.９ 

  

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ Ｎo. 

系 

項目 

チウラ

ム系 
ジチオカルバメート系 － 

加硫促進剤 ＴＲＡ ＥＺ ＢＺ ＰＸ Ｚ－ＢＥ ＴＥ 未配合 

キュラストメーター試験：Ｖ型，θ＝±１°，１００ｃｐｍ，１７０℃ 

ｔｓ0.04  （分） 

ｔ10    （分） 

ｔ90   （分） 

ｔ90－ｔ10（分） 

ＭＨ  （N･m） 

１.４ 

１.８ 

１５.０ 

１３.２ 

１.５３ 

０.８ 

１.１ 

１２.６ 

１１.５ 

１.３３ 

０.９ 

１.３ 

１７.７ 

１６.４

１.２５ 

０.９ 

１.２ 

１４.５ 

１３.３ 

１.２２ 

０.８ 

１.１ 

１６.７ 

１５.６ 

１.２１ 

０.８ 

１.１ 

１１.３ 

１０.２ 

１.３３ 

２.０ 

２.６ 

４５.６ 

４３.０ 

０.７５ 

１７０℃プレス 

加硫時間（分） ３０ ２５ ３５ ３０ ３０ ２０ ６０ 

浸出試験：６０℃×３０分 ，接水面積比５００ｃｍ２／Ｌ 

過マンガン酸カリ

ウム消費量 

（ｍｇ／ｌ） 

４.２ ３.８ ２.３ ２５.９ １.９ ６.９ １.３ 

 



 

（２）考察 

過マンガン酸カリウム消費量は、グアニジン系，チアゾール系，スルフェンアミド系

が多く、チウラム系，ジチオカルバメート系（ＰＸは、多い。）が少ない。中でも、

Ｚ－ＢＥ，ＢＺ，ＴＢＴ，ＥＺ，ＴＲＡなどが良好である。 

 

３－２．ＥＰＤＭ加硫系 

各加硫促進剤単独での試験において、過マンガン酸カリウム消費量の少なかったＺ－ＢＥ， 

ＢＺ，ＴＢＴ，ＥＺ，ＴＲＡを用いてＥＰＤＭ配合の加硫系の検討を行った。 

（１）試験結果 

Ｎo. 

項目 
１ ２ ３ ４ ５ 

サンセラーＺ－ＢＥ 

サンセラーＢＺ－Ｇ 

サンセラーＴＢＴ－Ｐ 

サンセラーＴＲＡ 

サンセラーＥＺ 

１.５ 

２.０ 

－ 

－ 

－ 

１.５ 

－ 

３.１ 

－ 

－ 

１.５ 

－ 

２.３ 

０.５ 

－ 

１.０ 

－ 

３.１ 

０.５ 

－ 

１.０ 

－ 

２.３ 

０.５ 

０.５ 

キュラストメーター試験：Ｖ型，θ＝±１°，１００ｃｐｍ，１７０℃ 

ｔｓ0.04   （分） 

ｔ10     （分） 

ｔ90    （分） 

ｔ90－ｔ10 （分） 

ＭＨ   （N･m） 

 ０.８ 

 １.０ 

１３.２ 

１２.２ 

１.２３ 

 １.６ 

 ２.１ 

１２.３ 

１０.２ 

１.２０ 

 １.３ 

 １.７ 

１１.４ 

 ９.７ 

１.２７ 

 １.５ 

 ２.０ 

１１.７ 

 ９.７ 

１.２４ 

 １.３ 

 １.７ 

１０.９ 

 ９.２ 

１.２７ 

引張試験：１７０℃プレス加硫 

プレス加硫時間（分） ２５ ２５ ２０ ２０ ２０ 

ＴB    （MPa） 

ＥB    （％） 

Ｍ200   （MPa） 

Ｍ300   （MPa） 

ＨS   （JIS,A） 

１８.１ 

５００ 

５.７ 

９.５ 

６３ 

１８.２ 

５２０ 

５.５ 

９.１ 

６３ 

１８.１ 

５２０ 

５.６ 

９.２ 

６３ 

１７.５ 

５００ 

５.５ 

９.１ 

６３ 

１８.７ 

５１０ 

５.７ 

９.２ 

６３ 

ブルーム性試験 

室温×１月後 ○ ○ ○ ○ ○ 

浸出試験：６０℃×３０分 ，接水面積比５００ｃｍ２／Ｌ 

過マンガン酸カリウム

消費量 

（ｍｇ／ｌ） 

２.２ ２.３ ２.７ ２.６ ３.２ 

＊ Ｎｏ.１，２，３；Ｚ－ＢＥを２ｐｈｒ配合すると若干ブルームする。 

  ＊ Ｎｏ.３，４，５；ＴＢＴ－ＰをＢＺ－Ｇに置換すると、過マンガン酸カリウム消費

量は少なくなるがスコーチタイム（ｔｓ0.04）が０.７分程度に短

くなる。 

 



 

Ｎo. 

項目 
６ ７ 

８ 

（比較） 

９＊ 

（比較） 

１０ 

（比較） 

サンセラーＢＺ－Ｇ 

サンセラーＴＢＴ－Ｐ 

サンセラーＥＺ 

サンセラーＴＲＡ 

サンセラーＥＭ－２ 

サンセラーＣＭ－Ｇ 

サンセラーＭ－Ｇ 

サンセラーＴＴ－Ｇ 

サンセラーＴＥ－Ｇ 

パークミルＤ－４０ 

サンエステルＥＧ 

２.０ 

－ 

０.６ 

０.６ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

３.１ 

０.６ 

０.６ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

４.０ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

０.４５ 

－ 

０.４５ 

０.７５ 

０.６０ 

０.４５ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

７.０ 

２.０ 

キュラストメーター試験：Ｖ型，θ＝±１°，１００ｃｐｍ，１７０℃ 

ｔｓ0.04   （分） 

ｔ10     （分） 

ｔ90    （分） 

ｔ90－ｔ10 （分） 

ＭＨ   （N･m） 

０.７ 

０.９ 

１１.２ 

１０.３ 

１.２７ 

１.５ 

１.９ 

１１.７ 

９.８ 

１.２３ 

０.９

１.２ 

６.５ 

５.３ 

１.４０ 

１.１ 

１.３ 

４.３ 

３.０ 

１.２０ 

１.２ 

１.４ 

８.０ 

６.６ 

０.６３ 

引張試験：１７０℃プレス加硫 

プレス加硫時間（分） ２０ ２０ １０ １０ １５ 

ＴB    （MPa） 

ＥB    （％） 

Ｍ200   （MPa） 

Ｍ300   （MPa） 

ＨS   （JIS,A） 

１８.６ 

 ４８０ 

 ５.８ 

９.６ 

 ６３ 

１６.６ 

 ５００ 

 ５.６ 

 ９.１ 

 ６３ 

１５.３ 

 ４６０ 

 ５.８ 

 ９.１ 

 ６３ 

１７.２ 

 ５４０ 

 ５.１ 

 ８.３ 

 ６２ 

１３.２ 

５１０ 

３.７ 

６.９ 

６０ 

ブルーム性試験 

室温×１月後 ○ ○ ○～△ ○～△ ○ 

浸出試験：６０℃×３０分 ，接水面積比５００ｃｍ２／Ｌ 

過マンガン酸カリウム

消費量 

（ｍｇ／ｌ） 

２.９ ３.２ ３３.７ ３２.０ ６９.１ 

＊ Ｎｏ.９は硫黄配合量；０.９ 

 

（２）考察 

各加硫促進剤単独での試験において、良好であったものを組み合わせることによって、

一般的な硫黄加硫系，Ｐ.０加硫系より過マンガン酸カリウム消費量の少ない加硫系を得

ることができる。なお、加硫の立ち上がりを調整するには、ＢＺとＴＢＴ－Ｐを併用し、

比率を変更すると良い。 

 



 

３－３．ＮＢＲ加硫系 

ＥＰＤＭ加硫系と同様に、過マンガン酸カリウム消費量の少ない促進剤を用いてＮＢＲ配

合の加硫系の検討を行った。 

（１）試験結果 

Ｎo. 

項目 

１ 

（比較） 
２ ３ ４ ５ ６ 

サンセラーＤＭ－Ｇ 

サンセラーＴＴ－Ｇ 

サンセラーＴＢＴ－Ｐ

サンセラーＴＲＡ 

サンセラーＺ－ＢＥ 

１.５０ 

１.５０ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

１.５４ 

２.００ 

－ 

－ 

－ 

２.３１ 

１.５０ 

－ 

－ 

－ 

３.０８ 

１.００ 

－ 

－ 

－ 

３.０８ 

２.００ 

－ 

－ 

－ 

３.０８ 

－ 

２.００ 

キュラストメーター試験：Ｖ型，θ＝±１°，１００ｃｐｍ，１６０℃ 

ｔｓ0.04   （分） 

ｔ10     （分） 

ｔ90    （分） 

ｔ90－ｔ10 （分） 

ＭＨ   （N･m） 

２.１ 

２.４ 

４.７ 

２.３ 

１.１６ 

１.７ 

２.０ 

４.０ 

２.０ 

１.２１ 

１.８

２.２ 

４.３ 

２.１ 

１.１５ 

２.１ 

２.５ 

５.３ 

２.８ 

１.０７ 

１.７ 

２.１ 

４.５ 

２.４ 

１.４２ 

１.６ 

１.８ 

４.３ 

２.５ 

０.７７ 

引張試験：１６０℃プレス加硫   

プレス加硫時間（分） ８ ８ ８ ８ ８ ８ 

ＴB    （MPa） 

ＥB    （％） 

Ｍ200   （MPa） 

Ｍ300   （MPa） 

ＨS   （JIS,A） 

１２.３ 

 ４６０ 

４.８ 

 ８.２ 

 ５９ 

１４.６ 

 ４６０ 

 ５.５ 

 ９.８ 

 ６０ 

１４.５ 

 ５００ 

 ５.２ 

 ９.１ 

 ６０ 

１４.４ 

 ５１０ 

 ４.７ 

 ８.３ 

 ５９ 

１３.９ 

 ３８０ 

 ６.７ 

１１.２ 

 ６２ 

１３.０ 

６３０ 

３.２ 

５.５ 

５６ 

ブルーム性試験  

室温×１月後 △ ○ ○ ○ ○ △  

浸出試験：６０℃×３０分 ，接水面積比５００ｃｍ２／Ｌ  

過マンガン酸カリウム

消費量 

（ｍｇ／ｌ） 

１５.６ ３.２ ３.２ ３.８ ３.４ ３.０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｎo. 

項目 
７＊ ８＊ ９ １０ １１ 

１２ 

（比較） 

サンセラーＴＢＴ－Ｐ

サンセラーＴＲＡ 

サンセラーＺ－ＢＥ 

サンセラーＢＺ－Ｇ 

サンセラーＥＺ－Ｇ 

サンセラーＴＥＴ－Ｇ 

 

２.００ 

２.００ 

－ 

－ 

－ 

－ 

２.００ 

－ 

２.００ 

－ 

－ 

３.０８ 

－ 

－ 

－ 

２.００ 

－ 

２.３１ 

－ 

－ 

－ 

－ 

１.５０ 

３.０８ 

－ 

－ 

－ 

－ 

２.００ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

キュラストメーター試験：Ｖ型，θ＝±１°，１００ｃｐｍ，１６０℃ 

ｔｓ0.04   （分） 

ｔ10     （分） 

ｔ90    （分） 

ｔ90－ｔ10 （分） 

ＭＨ   （N･m） 

２.１ 

２.４ 

６.４ 

４.０ 

１.１０ 

２.０ 

２.３ 

６.１ 

３.８ 

１.１３ 

１.４ 

１.６ 

３.４ 

１.８ 

０.７９ 

２.８ 

３.３ 

７.６ 

４.３ 

１.００ 

２.６ 

３.２ 

９.０ 

５.８ 

１.１７ 

３０.１ 

１４.１ 

５４.１ 

４０.０ 

０.２１ 

引張試験：１６０℃プレス加硫 

プレス加硫時間（分） １１ １０ ８ １２ １５ ６０ 

ＴB    （MPa） 

ＥB    （％） 

Ｍ200   （MPa） 

Ｍ300   （MPa） 

ＨS   （JIS,A） 

１３.９ 

５２０ 

４.８ 

７.８ 

５８ 

１３.８ 

５１０ 

４.９ 

８.１ 

５９ 

１２.３ 

５８０ 

３.２ 

５.７ 

５６ 

１３.７ 

５１０ 

４.５ 

７.９ 

５８ 

１２.６ 

３９０ 

５.５ 

９.６ 

６０ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－  

ブルーム性試験 

室温×１月後 ○～△ ○ ○ ○ ○ － 

浸出試験：６０℃×３０分 ，接水面積比５００ｃｍ２／Ｌ 

過マンガン酸カリウム

消費量 

（ｍｇ／ｌ） 

２.８ ２.２ ３.４ ３.５ ３.６ ２.１ 

＊Ｎｏ．７，８の試験温度は１３０℃ 

 

（２）考察 

加硫特性，加硫物性，過マンガン酸カリウム消費量等総合的に考えるとＴＢＴ－Ｐ／Ｔ

ＲＡが良いと考える。加硫の立ち上がりが遅くするにはＴＲＡの一部をＴＥＴに置換す

ると良い。 

ＴＲＡ／Ｚ－ＢＥ（Ｎｏ．７），ＴＲＡ／ＢＺ（Ｎｏ．８）は、過マンガン酸カリウム

消費量が少ないが、加硫が速く混練時に焼けの現象を起こす可能性がある。 

 

 

 

 

 



 

３－４．ＳＢＲ加硫系 

過マンガン酸カリウム消費量の少ない促進剤の中では、スコーチタイムの遅いＴＢＴ，Ｔ

ＥＴを中心にＳＢＲ配合の加硫系の検討を行った。 

（１）試験結果 

Ｎo. 

項目 

１ 

（比較） 
２ ３ ４ ５ ６ 

サンセラーＣＭ－Ｇ 

サンセラーＴＴ－Ｇ 

サンセラーＴＢＴ－Ｐ 

サンセラーＴＥＴ－Ｇ 

サンセラーＺ－ＢＥ 

サンセラーＥＺ 

サンセラーＴＲＡ 

１.００ 

０.２０ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

１.８５ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

０.７７ 

０.５０ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

０.９２ 

－ 

０.５０ 

－ 

－ 

－ 

－ 

０.９２ 

－ 

－ 

０.５０ 

－ 

－ 

－ 

０.９２ 

－ 

－ 

－ 

０.５０ 

キュラストメーター試験：Ｖ型，θ＝±１°，１００ｃｐｍ，１６０℃ 

ｔｓ0.04   （分） 

ｔ10     （分） 

ｔ90    （分） 

ｔ90－ｔ10 （分） 

ＭＨ   （N･m） 

２.２ 

２.５ 

６.９ 

４.４ 

１.２９ 

１.７ 

２.１ 

７.５ 

５.４ 

１.２６ 

１.７ 

２.１ 

７.１ 

５.０ 

１.２８ 

１.８ 

２.３ 

１０.９ 

８.６ 

１.１３ 

１.５ 

２.０ 

７.６ 

５.６ 

１.２５ 

１.２ 

１.５ 

６.５ 

５.０ 

１.２８ 

引張試験：１６０℃プレス加硫 

プレス加硫時間（分） １１ １３ １２ ２０ １３ １２ 

ＴB    （MPa） 

ＥB    （％） 

Ｍ100   （MPa） 

Ｍ200   （MPa） 

ＨS   （JIS,A） 

２０.３ 

 ３３０ 

 ２.９ 

 ８.７ 

 ６７ 

２１.９ 

 ３５０ 

 ３.０ 

 ９.２ 

 ６７ 

２１.１ 

 ３４０ 

 ３.１ 

 ９.７ 

 ６７ 

２２.５ 

 ４１０ 

 ２.５ 

 ７.３ 

 ６６ 

２２.２ 

 ３７０ 

 ２.９ 

 ８.９ 

 ６７ 

２３.９ 

 ３７０ 

 ３.１ 

 ９.９ 

 ６７ 

ブルーム性試験 

室温×１月後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

浸出試験：６０℃×３０分 ，接水面積比５００ｃｍ２／Ｌ 

過マンガン酸カリウム

消費量 

（ｍｇ／ｌ） 

 

１３.３ ４.４ ４.４ ４.２ ４.０ ４.２ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ｎo. 

項目 
７ ８ ９ １０ 

１１ 

（比較） 

サンセラーＴＥＴ－Ｇ 

サンセラーＺ－ＢＥ 

サンセラーＢＺ－Ｇ 

サンセラーＴＲＡ 

１.０ 

－ 

－ 

－ 

０.５ 

０.５ 

－ 

－ 

０.５ 

－ 

０.５ 

－ 

０.５ 

－ 

－ 

０.５ 

－ 

－ 

－ 

－ 

キュラストメーター試験：Ｖ型，θ＝±１°，１００ｃｐｍ，１６０℃ 

ｔｓ0.04   （分） 

ｔ10     （分） 

ｔ90    （分） 

ｔ90－ｔ10 （分） 

ＭＨ   （N･m） 

１.６ 

２.０ 

６.４ 

４.４ 

１.４０ 

１.６ 

２.１ 

８.７ 

６.６ 

１.２４ 

１.７ 

２.１ 

８.１ 

６.０ 

１.２３ 

１.２ 

１.５ 

６.２ 

４.７ 

１.４２ 

２５.３ 

１.５ 

５５.１ 

５３.６ 

０.３１ 

引張試験：１６０℃プレス加硫 

プレス加硫時間（分） １１ １５ １４ １１ ６０ 

ＴB    （MPa） 

ＥB    （％） 

Ｍ100   （MPa） 

Ｍ200   （MPa） 

ＨS   （JIS,A） 

２３.５ 

３４０ 

３.３ 

１０.６ 

６８ 

２２.３ 

３６０ 

３.０ 

９.１ 

６７ 

２２.１ 

３６０ 

３.０ 

９.４ 

６７ 

２３.５ 

３４０ 

３.５ 

１０.９ 

６８ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

ブルーム性試験 

室温×１月後 ○ ○ ○ ○ － 

浸出試験：６０℃×３０分 ，接水面積比５００ｃｍ２／Ｌ 

過マンガン酸カリウム

消費量 

（ｍｇ／ｌ） 

４.７ ４.３ ４.２ ４.４ ４.２ 

（２）考察 

   今回の検討加硫系では、加硫特性を考慮するとＴＢＴ／ＴＥＴ（Ｎo.３），ＴＢＴ／

ＥＺ（Ｎo.５），ＴＥＴ／ＢＺ（Ｎo.９）が良い。 

 

４．おわりに 

   今回の浸出試験は、過マンガン酸カリウム消費量について行ったが、ゴム製品の衛生性

は、それぞれの使用条件に合わせた色々な試験結果を総合して慎重に判定すべきである。 

いずれにしても、本試験結果が、今後、食品，水道用ゴムの配合を設計される上で、なん

らかの参考になれば幸いである。 
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